
　地方公共団体の財政の健全性に関する比率の公表の制度を設け、当該比率に応じて、地方公

共団体が財政の早期健全化及び財政の再生並びに公営企業の経営の健全化を図るための計画を

策定する制度を定めるとともに、当該計画の実施の促進を図るための行財政上の措置を講ずる

ことにより、地方公共団体の財政の健全化に資することを目的とする。

　地方公共団体は、毎年度、以下の健全化判断比率等を監査委員の審査に付した上で、議会に

報告し、公表。

　ア　実質赤字比率

　イ　連結実質赤字比率

　ウ　実質公債費比率

　エ　将来負担比率

　　※資金不足比率（公営企業ごとに算定）

２．ア～エの比率のいずれかが早期健全化基準以上の場合は、

　○財政健全化計画を作成し、議会の議決を経て、速やかに公表。

　○毎年度、財政健全化の実施状況を議会に報告し、公表。

２．ア～ウの比率のいずれかが財政再生基準以上の場合は、

　○財政再生計画を作成し、議会の議決を経て、速やかに公表。

　○毎年度、財政健全化の実施状況を議会に報告し、公表。

　○財政再生計画を総務大臣に協議し、同意を得ている場合でなければ、災害復旧事業等

　　を除き、起債を制限。

　○収支不足を振り替えるため、総務大臣の許可を受け、再生振替特例債（※）の起債が

　　可能。

※再生振替特例債・・・収支不足額を振り替えるための赤字地方債であり、財政

　　　　　　　　　　　再生計画の期間内に償還することが必要。

○公営企業ごとに資金不足比率を算出し、監査委員の審査に付した上で議会に報告し、公表｡

○経営健全化基準以上となった場合は、

　・経営健全化計画を作成。

　・「３ 財政の早期健全化」と同様の仕組みにより健全化を図る。

平成２１年４月１日（平成２０年度決算から）

 ただし、比率の公表は平成１９年度決算から

法律の概要

施 行 日

地方公共団体財政健全化法に基づく健全化判断比率等について

１　目　的

２　健全化判断比率等の公表

３　財政の早期健全化

４　財政の再生

５　公営企業の経営の健全化
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（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

0

272,648

分母 272,648

0

 標準財政規模

 公営企業の資金不足額
分子

0 一般会計等の実質赤字額

分子 一般会計等の実質赤字額

標準財政規模（※）分母

項　　　目 Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

分子

地方債の元利償還金 94,442 98,413

イ 満期一括償還地方債元金償還金相当額 570 1,761

ハ 組合等への地方債償還財源充当額　 376 456

96,993

準元利償還金 5,252 6,243 6,700

2,061

ロ 公営企業債の償還財源充当額 2,476 2,484 2,517

487

ニ 債務負担行為支出額のうち準公債費 1,830 1,542 1,635

ホ 一時借入金利子 0 0 0

元利償還金等に係る基準財政需要算入額 ▲ 65,724 ▲ 65,413 ▲ 65,529

分母
標準財政規模 271,652 276,669 272,648

元利償還金等に係る基準財政需要算入額 ▲ 65,724 ▲ 65,413 ▲ 65,529

実質公債費比率（単年度ごと） 16.49% 18.57% 18.42%

※標準財政規模＝標準的な状態で通常収入が
                見込まれる一般財源の規模

該当なし（－％）

算定内訳

該当なし（－％）

（指標の説明）

　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
　一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示すものです。
　本県の一般会計等は実質赤字はありませんので、実質赤字比率は該当ありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一般会計等の実質赤字額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 標準財政規模①実質赤字比率　＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　連結実質赤字額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　標準財政規模②連結実質赤字比率  ＝

（指標の説明）

　県のすべての会計を対象とした実質赤字（又は資金不足）の標準財政規模に対する比率です。
　すべての会計の赤字や黒字を合算し、県全体としての財政運営の深刻度を示すものです。
　本県は、全会計とも実質赤字（又は資金不足）はありませんので、連結実質赤字比率は該当ありません。

島根県における健全化判断比率等の算定概要

算定内訳

算定内訳

１７．８％（３ヵ年平均）（対前年度▲0.3%　H18:18.1％）

（指標の説明）

　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の
標準財政規模を基本とした額に対する比率です。

　借入金の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示すものです。
　本指標は平成１７年度決算から算定していますが、財政健全化法の施行により財政健全化指標の１つとして
公表することとなりました。
　本県の算定数値は１７．８％であり、早期健全化基準を下回っており、また、地方債許可制移行基準１８％
も下回ることとなりました。

＝

早期健全化基準＝２５％　　財政再生基準＝３５％
　     【参考】 地方債協議許可制移行基準＝１８％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地方債の元利償還金 ＋ 準元利償還金） －
　　　　　                                                   （特定財源 ＋ 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　標準財政規模 －（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

③実質公債費比率
　　　　　　（３か年平均）

＝

早期健全化基準＝３．７５％　　財政再生基準＝５％

早期健全化基準＝８．７５％　　財政再生基準＝１５％（※）

※連結実質赤字比率の財政再生基準については、
　３年間の経過措置がある。

　H20：25%→H21：25%→H22：20%→H23：15%

全国順位：４５位
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（単位：百万円）

（単位：百万円）

0.0%

100.0%

標準財政規模

元利償還金等に係る基準財政需要算入額

34,069

0

272,648

 地方債の償還に充当可能な基金

 地方債の償還に充当可能な特定の歳入

 地方債の償還に係る基準財政需要額算入見込額

 組合等の連結実質赤字額に係る一般会計等負担見込額

分母
▲ 65,529

▲ 16,533

▲ 688,397

分子

 債務負担行為に基づく支出予定額

 一般会計等の地方債現在高

 連結実質赤字額

▲ 82,366

20,205

35,695

5,800

135,161

0

資金不足額 事業の規模 資金不足比率

 病院事業会計 0 15,862 －％

 電気事業事業会計 0 1,132 －％

 工業用水事業会計 0 148 －％

 水道事業会計 0 1,206 －％

 宅地造成事業会計 0 2,454 －％

 中海水中貯木場特別会計 0 12 －％

 臨港地域整備特別会計 0 516 －％

 流域下水道特別会計 0 1,634 －％

項　　　目 算定額

将
来
負
担
額

小　　計 1,259,374

 組合等の地方債残高に係る一般会計等負担見込額

 退職手当支給予定額に係る一般会計等負担見込額

 設立法人の負債の額等に係る一般会計等負担見込額

 公営企業会計の地方債残高に係る一般会計等負担等見込額

1,028,444

構成比

81.7%

1.6%

2.8%

0.5%

10.7%

2.7%

0.0%

算定内訳

２２７．９％

（指標の説明）

　　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比率です。
　　一般会計等の地方債残高や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高の程度を指標化し、将来
  財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すものです。
　　本県の算定数値は２２７．９％であり、早期健全化基準を下回っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　将来負担額 － （充当可能基金額 ＋ 特定財源見込額 ＋ 地方債現在高等に係る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 基準財政需要額算入見込額）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　標準財政規模 － （元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）
④将来負担比率　＝

早期健全化基準＝４００％

算定内訳

（指標の説明）

　　公営企業ごとの「資金の不足額」の「事業の規模」に対する比率です。
　　公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状況の深刻
  度を示すものです。
　　本県は、いずれの会計も資金不足はありませんので、資金不足比率は該当ありません。

該当なし（－％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資金の不足額
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　事業の規模⑤資金不足比率　＝

経営健全化基準＝２０％

全国順位：１９位
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○公債管理特別会計

○証紙特別会計

○市町村振興資金特別会計

○母子寡婦福祉資金特別会計

○農林漁業改善資金特別会計

○中小企業近代化資金特別会計

○県営住宅特別会計

○病院事業会計

○電気事業会計

○工業用水道事業会計

○水道事業会計

○宅地造成事業会計

○中海水中貯木場特別会計

○臨港地域整備特別会計

○流域下水道特別会計

○島根県土地開発公社

○(財)島根県環境管理センター

○(財)しまね農業振興公社

○(社)島根県林業公社

○(財)島根県建設技術センター

○島根県信用保証協会　等

公営事業会計

一部事務組合等
○隠岐広域連合
○境港管理組合

地方公社・第三セクター等

（第三セクター等は損失
補償対象団体のみ）

特別会計 本県該当なし（国保事業会計等）

公営企業会計

地方自治法
上の区分

健全化法上
の区分

一般会計

会計名・法人等名

○一般会計

一般会計等

　 　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

実
質
赤
字
比
率

資
金
不
足
比
率

※公営企業
　ごとに算定

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

【参考】健全化判断比率等の対象について
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（単位：万人、％）

人口 財政力指数
実質赤字

比率
連結実質
赤字比率

(H17国調） (H16～18） 順位 順位

北海道 562.8 0.380 - - 21.7 47 335.6 46
青森県 143.7 0.294 - - 15.8 33 235.7 23
岩手県 138.5 0.294 - - 15.3 30 307.7 45
宮城県 236.0 0.509 - - 16.6 39 283.5 42
秋田県 114.6 0.276 - - 14.6 26 265.9 35
山形県 121.6 0.321 - - 15.3 30 276.3 39
福島県 209.1 0.417 - - 11.9 10 205.3 10
茨城県 297.5 0.604 - - 14.7 27 289.9 43
栃木県 201.7 0.576 - - 13.7 22 166.5 5
群馬県 202.4 0.542 - - 9.9 3 202.2 9
埼玉県 705.4 0.693 - - 13.3 21 237.8 24
千葉県 605.6 0.700 - - 12.6 18 216.4 16
東京都 1,257.7 1.215 - - 8.7 1 82.9 1
神奈川県 879.2 0.864 - - 9.2 2 209.9 12
新潟県 243.1 0.404 - - 16.0 34 276.6 40
富山県 111.2 0.416 - - 16.7 41 276.0 38
石川県 117.4 0.422 - - 13.8 24 273.6 37
福井県 82.2 0.372 - - 14.3 25 232.8 21
山梨県 88.5 0.386 - - 12.4 17 248.8 31
長野県 219.6 0.428 - - 17.3 43 220.4 17
岐阜県 210.7 0.477 - - 16.1 36 247.2 29
静岡県 379.2 0.696 - - 11.6 9 247.3 30
愛知県 725.5 0.943 - - 11.3 7 233.0 22
三重県 186.7 0.540 - - 12.6 18 185.9 6
滋賀県 138.0 0.505 - - 12.9 20 250.8 32
京都府 264.8 0.539 - - 10.9 6 238.9 25
大阪府 881.7 0.745 0.02 - 16.6 39 290.0 44
兵庫県 559.1 0.532 - - 20.2 46 361.7 47
奈良県 142.1 0.397 - - 12.3 14 247.1 28
和歌山県 103.6 0.304 - - 10.0 4 212.4 14
鳥取県 60.7 0.257 - - 12.0 12 151.3 3
島根県 74.2 0.227 - - 17.8 45 227.9 19
岡山県 195.7 0.488 - - 16.1 36 253.0 33
広島県 287.7 0.537 - - 15.7 32 258.3 34
山口県 149.3 0.409 - - 12.0 12 228.9 20
徳島県 81.0 0.323 - - 17.6 44 278.3 41
香川県 101.2 0.425 - - 14.9 29 240.2 26
愛媛県 146.8 0.372 - - 16.2 38 206.9 11
高知県 79.6 0.233 - - 16.7 41 194.8 8
福岡県 505.0 0.578 - - 13.7 22 243.8 27
佐賀県 86.6 0.316 - - 16.0 34 163.5 4
長崎県 147.9 0.269 - - 10.2 5 193.5 7
熊本県 184.2 0.365 - - 12.3 14 226.2 18
大分県 121.0 0.329 - - 11.9 10 212.4 14
宮崎県 115.3 0.289 - - 12.3 14 212.3 13
鹿児島県 175.3 0.295 - - 14.7 27 269.6 36
沖縄県 136.2 0.288 - - 11.4 8 132.2 2

都道府県（平均） - - 13.5 222.3
（注）　１．実質赤字額や連結実質赤字額がない場合は、「－」と表記している。

 　　　　２．平均値は加重平均である。

将来負担比率都道府県名 実質公債費比率

健全化判断比率都道府県別一覧（9/30総務省公表暫定値）
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